










































1995では F. シューベルト（Franz Peter Schubert，
1797－1828）作曲《魔王（Der Erlkönig）》約




















ある専攻で学ぶ大学生37名（ ２ 回生35名， ３ 回








































創意の試み』（Il cimento dell’armonia e dell’
inventione）作品 ８ のうち《第 １ 曲（春）》《第
２ 曲（夏）》《第 ３ 曲（秋）》《第 ４ 曲（冬）》の
通称『四季』のいずれか，② J .  S バッハ
（Johann Sebastian Bach, 1685－1750）作曲『ブ
ランデンブルク協奏曲（Brandenburgische 
Konzerte）』の第 ３ 番もしくは第 ４ 番，③ J. S
バッハ作曲『管弦楽組曲　第 ３ 番　ニ長調 
BWV1068』の第 ２ 曲「アリア（エール）」（以
下《Ｇ線上のアリア》），④ G. F. ヘンデル
（George Frederick Handel　1685－1759）作曲　
組曲『水上の音楽』（Water Music）より第 ２
組曲 ニ長調 HWV 349　第 ２ 曲《アラ・ホーン
パイプ》（Alla Hornpipe）である。
独奏曲では，⑤ J. S. バッハ《無伴奏チェロ
組曲　第 １ 番 ト長調　BWV1007》第 １ 曲：前
奏曲（Präludium），⑥ L. van ベートーヴェン




が ６ 名，《秋》が ２ 名，《冬》が ９ 名の総計22名，
②は第 ３ 番が １ 名，第 ４ 番が ２ 名の総計 ３ 名，


















































　 （《春（2009年）》 ３ ，《Ｇ線上のアリア（2017
年）》 ２ ，『ブランデンブルク（2010年）』 ２ ）
・エンシェント室内管弦楽団　
　 （《春（2007年）》 ５ ，《Ｇ線上のアリア（1985
年）》 ２ ）
・ヴェニス・バロックオーケストラ
　 （《夏（2009年）》 ４ ，《秋（2009年）》 １ ，《冬
（2009年）》 １ ）
・ウィーン・コンツェントゥス・ムジクス
　 （《春（2000年）》 １ ，《夏（2000年）》 ３ ，《冬












　 （《春（1972年）》 ３ ，《夏（1972年）》 ２ ，《冬
（1972年）》 １ ）
・ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
　（《夏（2014年）》 ３ ，《冬（2014年）》 ２ ）
・イ・ムジチ合奏団
　 （《春　1982年》 ２ ，《夏（1982年）》 ４ ，《秋

























J.  S. バッハ《無伴奏チェロ組曲第 １ 番 ト長調 








L.  van ベートーヴェン《ヴァイオリン・ソナタ




















































































































モダン楽器 ♩＝152 ２ 分42秒 ・まろやかな音色
・どのパートも比較的均一に聴こえる
・細かい強弱の差はない
イ・ムジチ合奏団 モダン楽器 ♩＝135 ２ 分55秒 ・音の粒が揃っており，鋭い演奏で引き締まった印象
・主旋律がよく聴こえる
・テンポのゆれが多少みられる














イ・ムジチ ♩＝72 ♪＝152 ほぼ無 ・チェンバロが用いられている
カラヤン（ウィーン・フィル
ハーモニー管弦楽団）








第 １ 主題の演奏時間 １ 分 １ 秒 １ 分10秒 １ 分25秒
調性 変ニ長調 ニ長調 ニ長調
速度 ♩＝125 ♩＝100 ♩＝95
テンポ変化の有無 無 無 有
繰り返しの有無 有 無 無

























































































































































































































































































































































例として─」『音楽学』第44巻 ３ 号　pp. 141－
154．
・荒川恵子 2003「歴史的名演奏家の演奏比較を











・佐藤望 2017『バロック音楽を考える─ Rethinking 
Baroque Music』音楽之友社。
・寺西肇 2015『古楽再入門』春秋社。
・渡辺裕 2001『西洋音楽演奏史論序説─ベートー
ヴェンピアノ・ソナタの演奏史研究』春秋社。
